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【第一問】「辛夷の花」堀辰雄
「春の奈良へ行って、馬酔木の花盛りを見ようと思って、途中、㋐木曾路を回ってきたら、思いがけず吹雪に遭いました。……」 

僕は木曾の宿屋でもらった絵はがきにそんなことを書きながら、汽車の窓から猛烈に雪の降っている木曽の谷々へたえず目をやっていた。
春の半ばというのに、これはまたひどい荒れようだ。Ⓐその寒いったらない。おまけに、車内には僕たちのほかには、いっしょに木曾から乗り込んだ、どこか㋑湯治にでも出かけるところらしい、商人ふうの夫婦連れと、もう１人厚ぼったい冬外套を着た男の客がⒷいるっきり。――でも、上松を過ぎるころから、急に雪の勢いが衰え出し、どうかするとぱあっと薄日のようなものが車内にも差し込んでくるようになった。どうせ、①こんなばかばかしい寒さはここいらだけと我慢していたが、みんな、その日差しを慕うように、向こう側の座席に変わった。妻もとうとうⒸ読みさしの本だけ持ってそちら側に移っていった。僕だけ、まだ時々思い出したように雪が紛々と散っている木曾の谷や川へたえず目をやりながら、こちらの窓際に強情にがんばっていた。……
どうも、今度の旅は最初から天候の具合が奇妙だ。悪いと言ってしまえばそれまでだが、いいと思えば本当に具合よくいっている。第一、きのう東京をたってきたときからして、かなり強いⒹ吹きぶりだった。だが、朝のうちにこれほど強く降ってしまえば、夕方Ⓔ木曾に着くまでにはと思っていると、昼少し前から急に小降りになって、まだ雪のある甲斐の山々がそんな雨の中から見え出したときは、なんとも言えずすがすがしかった。そうして信濃境にさしかかることには、ⓐおあつらえむきに雨もすっかり上がり、富士見あたりの一帯の枯れ原も、雨後のせいか、何か生き生きとよみがえったような色さえ帯びて車窓を過ぎた。そのうちに今度は、かなたに、木曾の真っ白な山々がくっきりと見え出してきた。……
その晩、その木曾福島の宿に泊まって、明け方目を覚えまして見ると、思いがけない吹雪だった。
「とんだものが降り出しました……」宿の女中が火を運んできながら、気の毒そうに言うのだった。「このごろ、②どうも癖になってしまって困ります。」
だが、③雪はいっこう苦にならない。で、けさもけさで、そんな雪の中を衝いて、僕たちは宿をたってきたのである。……
今、僕たちの乗った汽車の走っている、この木曾の谷の向こうには、すっかり春めいた、明るい空が広がっているか、それとも、うっとうしいような雨空か、僕は時々それが気になりでもするように、窓に顔をくっつけるようにしながら、谷の上方を見上げてみたが、山々に㋒遮られた狭い空じゅう、どこからともなく飛んできては盛んに舞い狂っている無数の雪のほかにはなんにも見えない。そんな雪の狂舞の中を、さっきから時折Ⓕ出し抜けにぱあっと薄日が差してき出しているのである。それだけでは、いかにもⒼ頼りなげな日差しの具合だが、ことによるとこの雪国の外に出たら、うららかな春の空がそこに待ちかまえていそうなあんばいにも見える。
僕のすぐ隣に席にいるのは、この辺のものらしい中年の夫婦連れで、㋓問屋の主人かなんぞらしい男が何か小声で言うと、首に白いものを巻いた病身らしい女も同じくらいの小声で相づちを打っている。別に僕たちに気兼ねをしてそんな話し方をしているような様子でもない。それはちっともこちらの気にならない。ただ、どうも気になるのは、一番向こうの席にいろんな格好をしながら寝そべっていた冬外套の男が、時々思い出したように起き上がっては、床の上でⓑひとしきり足を踏み鳴らす癖のあることだった。それが始まると、その隣の席で向こう向きになって自分の外套で足を包みながら本を読んでいた妻が僕のほうを振り向いては、ちょっと顔をしかめてみせた。
そんなふうで、三つ四つ小さな駅を過ぎる間、僕は相変わらず１人だけ、木曾川に沿った窓際を離れずにいたが、そのうちだんだんそんな雪もあるかないかくらいにしかちらつかなくなり出してきたのを、なんだか残り惜しそうに見やっていた。もう木曾路ともお別れだ。ⓒ気まぐれな雪よ、旅人の去ったあとも、もう少し木曾の山々に降っておれ。もう少しの間でいい、旅人がおまえの雪の降っている姿をどこか平原の一角から振り返ってしみじみと見入ることができるまで。――
④そんな考えに自分がうつけたようになっているときだった。ひょいとしたはずみで、僕は隣の夫婦連れの低い話し声を耳にはさんだ。
「今、向こうの山に白い花が咲いていたぞ。なんの花けえ？」
「あれは㋔辛夷の花だで。」
僕はそれを聞くと、急いで振り返って、身体を乗り出すようにしながら、そちら側の山の端にその辛夷の白い花らしいものを見つけようとした。今その夫婦たちの見た、それと同じものでなくとも、そこいらの山にはほかにも辛夷の花咲いた木がⒽ見られはすまいかと思ったのである。だが、それまで一人でぼんやりと自分の窓にもたれていた僕が急にそんなふうにきょときょととそこいらを見回し出したので、隣の夫婦のほうでも何事かといったような顔つきで僕のほうを見始めた。僕はどうも照れくさくなって、Ⓘそれを潮に、ちょうど僕とは筋向かいになった座席で相変わらず熱心に本を読み続けている妻のほうへ立ってゆきながら、「せっかく旅に出てきたのに本ばかり読んでいるやつもないもんだ。たまには山の景色でも見ろよ。……」そう言いながら、向かい合いに腰掛けて、そちら側の窓の外へじっと目を注ぎ出した。
「だって、わたしなぞは、旅先ででもなければ本もゆっくり読めないんですもの。」妻はいかにも不満そうな顔をして僕のほうを見た。
「ふん、そうかな。」本当を言うと、僕はそんなことには何も苦情を言うつもりはなかった。ただほんのちょっとだけでもいい、そういう妻の注意を窓の外に向けさせて、自分といっしょになって、そこいらの山の端に真っ白な花を群がらせている辛夷の木を一、二本見つけて、⑤旅のあわれを味わってみたかったのである。
そこで、僕はそういう妻の返事にはいっこう取り合わずに、だが、少し声を低くして言った。
「向こうの山に辛夷の花が咲いているとさ。ちょっと見たいものだね。」
「あら、あれをごらんにならなかったの。」妻はいかにもうれしくってしようがないように僕の顔を見つめた。
「あんなにいくつも咲いていたのに。……」
「Ⓙうそを言え。」今度は僕がいかにも不平そうな顔をした。
「私なんぞは、いくら本を読んでいたって、今、どんな景色で、どんな花が咲いているかぐらいはちゃんと知っていてよ。……」
「何、まぐれ当たりに見えたのさ。僕はずっと木曾川のほうばかり見ていたんだもの。川のほうには……」
「ほら、あそこに一本。」妻が急に僕を遮って山のほうをさした。
「どこに？」僕はしかしそこには、そう言われてみて、やっと何か白っぽいものを、ちらりと認めたような気がしただけだった。
「今のが辛夷の花かなあ？」僕はⓓうつけたように答えた。
「しようのない方ねえ。」⑥妻はなんだがすっかり得意そうだった。「いいわ。また、すぐ見つけてあげるわ。」
が、もうその花咲いた木々はなかなか見当たらないらしかった。僕たちがそうやって窓に顔をいっしょにくっつけて眺めていると、目なかいの、まだ枯れ枯れとした、春浅い山を背景にして、まだ、どこからともなく雪のとばっちりのようなものがちらちらと舞っているのが見えていた。
僕はもうⓔ観念して、しばらくじっと目を合わせていた。とうとうこの目で見られなかった、雪国の春に真っ先に咲くというその辛夷の花が、今、どこぞの山の端にくっきりと立っている姿を、ただ、心の内に浮かべてみていた。⑦その真っ白い花からは、今し方の雪が解けながら、その花のしずくのようにぽたぽたと落ちているにちがいなかった。
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一　二重傍線部㋐～㋔の漢字の読みを平仮名で書きなさい。
また、ⓐ～ⓔの言葉の意味を選択肢から選びなさい。

（每小题1分，共10分）　
ⓐ　ア　気の付かない間にものごとが変化していること。
イ　ものごとが非常に順調に進むこと。



ウ　雲一つない青空が広がること。
エ　かねて希望していたとおりであること。
ⓑ　ア　しばらくの間。





イ　リズミカルに。
ウ　やかましく。






エ　気の済むまで。
ⓒ　ア　天気が不順であること。




イ　季節外れであること。
ウ　気性が激しいこと。




エ　気分が変わりやすいこと。
ⓓ　ア　わけが分からなくなってしまった。

イ　気が抜けてぼんやりしてしまった。
ウ　不愉快になってしまった。



エ　突然のことに驚いてしまった。
ⓔ　ア　心に思い浮かべて。




イ　疲れきって。
ウ　あきらめて。






エ　心を集中して。
	㋐
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二　傍線部Ⓐ～Ⓙの表現する内容をわかりやすく言い換えなさい。
Ⓔは傍線の後に省略された言葉を補いなさい。

（每小题1 分，共10分）
	Ⓐ
	Ⓑ

	Ⓒ
	Ⓓ

	Ⓔ
	Ⓕ

	Ⓖ
	Ⓗ

	Ⓘ
	Ⓙ


	得分
	


三　以下の文章が正しい場合には○を、誤っている場合には×を付けなさい。
（每小题2 分，共10分）
（　　　）朝、ひどい雨の中、東京を出発し、信濃境に差し掛かった頃には晴れ間も見えたが、木曾福島の宿に泊まって明け方目を覚ましてみると、思いがけない吹雪になっていた。筆者は、今回の夫婦旅行について、天気には恵まれなかったと嘆いている。
（　　　）汽車の車内には、筆者と妻の他に、商人ふうの夫婦連れと厚ぼったい冬外套を着た男がいるだけだった。筆者は自分たち夫婦に遠慮して小声で話す夫婦連れには好感を持ったが、足を踏み鳴らす癖のある男のことは不愉快に思った。
（　　　）隣の夫婦連れの話をきっかけにして、筆者も木曾川沿いに辛夷の花を見つけようとした。しかし、突然きょろきょろし始めた自分の姿を隣の夫婦に不審そうな目で見られたので、気恥ずかしくなった筆者は、妻のいる座席の方に移動した。
（　　　）旅先でも本ばかり読んで車窓の景色に関心のない妻に不満を抱いていた筆者は、「たまには山の景色でも見ろよ」と声をかけたが、日ごろゆっくり本を読む暇さえない妻も読書の邪魔をされて、夫に対して不満を感じた。
（　　　）筆者は山に辛夷の花が咲いているらしいことを妻に教えたが、妻は意外にもその花を見つけていた。「いくつも咲いていた」という妻の言葉が信用できず、「まぐれ当たりだ」と負け惜しみめいたことを言う間にも、妻はまた辛夷の花を見つけたようだった。
	得分
	


四　以下の問題について説明しなさい。
主語・述語の整った、説明の文章になっていること。

（１～６＝2分，７＝3分，共20分）
傍線部①「こんなばかばかしい寒さ」というのはなぜですか。
傍線部②について、
(1) 「癖になる」とは、ここではどういう意味で使っていますか。
(2) 女中はどのような気持ちでこのように言ったのですか。具体的に述べなさい。

傍線部③「雪はいっこう苦にならない」筆者の様子がわかる部分はどこですか。③よりも前の文章から探し、答えなさい。文章を抜き出すのではなく、説明すること。
傍線部④「そんな考え」とは、どんな考えですか。
傍線部⑤「旅のあわれを味わってみたかった」とは、どういうことですか。
傍線部⑥、妻が「すっかり得意そう」になったのはなぜですか。
傍線部⑦について、
(1) 「その花のしずくのように……」という描写は何を描いていますか。
(2) 「……にちがいなかった」と断定する筆者の気持ちを説明しなさい。
	１
	

	２
	(1)

	
	(2)

	３
	

	４
	

	５
	

	６
	

	７
	(1)

	
	(2)


【第二問】「ナイン」井上ひさし
放送局での仕事が思いがけず早く終わったので、四ツ谷駅前の新道にある中村さんの店に寄ってみた。中村さんは畳屋の主人である。店は小さいが裏手に大きな仕事場を持っている。東京で五輪大会が開かれた年の暮れから3年間、わたしはその仕事場の2階を借りていた。8畳の台所付き食堂に6畳が２間と4畳半、そのうえ広い風呂場と風通しのいいベランダまであって、家賃は月4.5万円だった。①当時の相場の2割方は安かったと思うが、それはとにかくそれほどの間取りを上に載せることができるぐらい中村畳店の仕事場は大きいのである。その2階にいまは長男の英夫くん夫婦が住んでいる。
中村さんはスポーツ紙を眺めながら、茶筒に入れた㋐煎餅をかじっていたが、わたしを見ると、
「②ここへ来て、おやつをつき合ってやってくださいよ。」
と、針だこで鱈子みたいに膨れあがった指で火鉢の横の畳を軽く打った。スポーツ紙の見出しに誘われて話題は自然に野球のことになったが、そのうちに中村さんは急に　あ　を進めてきて、
「新道少年野球団は強かったねえ。」
③ライオンズもジャイアンツも問題じゃないとでもいうような、力の入った口調で言った。
「なにしろ新宿区の少年野球大会で準優勝したぐらいだから、なみの強さじゃなかったな。それも決勝戦を延長12回までたたかったうえの準優勝だ。つまり新道少年野球団は優勝したも同じさ。だいたいが優勝チームには投手が3人もいたんだからずるいや。ひきかえ新道には英夫が1人しかいなかった。しかも午前中の準決勝と合わせてぶっ続けで19回も投げ通したんだよ。それも真夏のかんかん照りのもとでの19回だ。英夫も、新道少年野球団も、本当によくやった。」
「覚えていますよ、あのときのことは。こちらの仕事場の2階を借りて二度目の夏のことですから。」
「すると、あなたも外濠公園野球場へ詰めかけてきなさっていた口か。」
「いや、夕方、放送局から戻ってくると、ちょうどパレードにぶつかったんです。」
上智大学の学生がふえ、近くに大会社のビルがいくつも建ったせいで、道幅4メートル、長さ100メートル足らずのこの新道は四谷でいちばんにぎやかな場所になった。もっとも軒を並べる店は飲み屋に食べ物屋に喫茶店のどれかに限られてしまい、客を迎えるだけの、厚化粧だが、なんだか素っ気のない小路に化けてしまったこともたしかだ。十七・八年前と同じ店構えでがんばっているのは、新道入り口のワイシャツ店と、小路の奥のこの畳店ぐらいなものである。当時の新道には生活があった。豆腐屋があり、ガラス店が、㋑お惣菜屋が、ビリヤード屋が、そして主人が会社勤めの普通の家があった。四ツ谷駅のほうから新道を抜けようとする人は、ゆるやかな勾配の坂を登ることになるが、その坂の真ん中のあたりには歌舞伎役者の大和屋（十世岩井半四郎）の住居もあって、夏の㋒宵などには、白木作りの玄関の前の、狭いがよく打ち水した石畳の上で、大和屋が中学生のお嬢さん2人とよく線香花火をしていた。2人のお嬢さんはやがてよく知られた女優になるのだが、ひとことで言えば、そのころの新道は自足していたのである。たいていの日用品は新道のなかにある店屋で十分に間に合っており、それらの店屋はまた新道に住む人たちだけを相手にして、とにかく暮らしが立っていた。新道は、ささやかにではあるが、しっかりと自給自足しており、そこで小路全体に自信のようなものがみなぎっていた。いまはたしかに華やかな小路になっているけれど、外からやってくる客の懐中をあてにしないとやってゆけないというところが見えて、なんだか脆い通りになったような気がしてしかたがない。
「主将の洗濯屋の正太郎くんが、小さな、準優勝のカップを抱いて大和屋の前を通るところで、わたしはパレードに間に合ったのです。正太郎くんの横には英夫くんがいた。その後ろで7人が団子みたいにかたまって、くすんくすんやっていた。ビリヤード屋のおじさんが監督をしていると聞いていたのに、その姿がなかった。あれ、おかしいなと思った記憶があります。」
「ビリヤード屋の大将は決勝戦がはじまるとすぐ暑気中りを起こしてひっくり返ってしまったのさ。60を四つも五つも過ぎていたんだから、これは責められない。それにしても監督なしで、あの9人、よくも12回までもちこたえたものだ。ほんとうに新道少年野球団は強かった。」
「大和屋がお嬢さん2人と出てきて、正太郎くんに㋓御祝儀袋を渡した。その光景も覚えていますよ。大和屋が『よくやったねえ、おつかれさま』とねぎらうと、それまでくすんくすんやっていた9人が一斉にわーっと泣き出した。」
「よほど悔しかったのさ。」
「あの9人はいまどうしていますか。もちろん英夫くんのことはよく知っていますが。」
「④ばらばらになってしまったさ。」
中村さんはちょっと　い　を伏せた。
「1塁をやっていた洋品屋の明彦は大学を出て会社員になった。洋品屋は地所を売って千葉のほうへ引っ込んだ。明彦はそこから丸の内の会社に出ているそうだよ。2塁のお惣菜屋の洋一は新宿のホテルでコックをやっている。」
中村さんは新道少年野球団のナインのその後の消息によく通じていた。それによると、3塁のガラス店の忠くんはコンピュータ技師、遊撃の文房具店の光二くんは神奈川の中学校教師、左翼の豆腐屋の常雄くんは埼玉で自動車学校を経営しているという。
「この近くにいるのは右翼の魚屋の誠だけかな。誠は放送局の前で小料理屋をやっている。」
「豆腐屋の常雄くんが自動車学校の経営者とは意外でした。あのときはみんな小学校の六年生、つまりいま、やっと30歳でしょう。その若さで自動車学校を経営するなんて凄いじゃないですか。」
「タクシーの運転手をしているときに、そこの社長の娘に見染められたらしいね。で、その社長が自動車学校の経営者でもあったわけさ。」
「なるほど。」
「そういうわけで、みんな新道から出ていってしまったね。ここの地価は高い。三・四十坪の狭い土地でも、処分すれば郊外に家を建てたうえ、びっくりするほどのお釣りがかえってくる。だから親たちは競争で土地を処分してしまった。お釣りは老後の資金というわけだね。そうそう⑤大和屋も若葉町のほうへ引っ越したよ。」
中村さんはなぜだか、洗濯屋の正太郎くんの事を抜かしてしまっている。新道少年野球団の4番打者で、捕手で、主将の正太郎のことになぜふれたがらないのか。
「正太郎のことは　う　にしたくないんだよ。」
中村さんはこっちの　え　のうちを見抜いたように言った。
「あいつの名前を聞いただけでめしがまずくなる。英夫のやつ、あの正太郎のために畳を85万円分も騙し取られてね、そればかりか、おれが警察に届けようとしたら、『それならぼくはこの家を出ていきます。』なんて言って脅かすのさ。幼友達をかばうのはいいが、それにも限度ってものがある。」
口にしたくないと言いながら、正太郎くんのことに話題が及ぶと、中村さんはそれまで以上に能弁になった。2年前の冬、ひょっこり正太郎くんが訪ねてきて、畳を注文したという。そのときの口上はこうだった。――今度、練馬にある不動産会社で働くことになった。これまでいろいろと心配をかけてきたが、今度こそⓐ性根を据えてやる決心だから、どうかご安心いただきたい。ところでうちの社は建売住宅をつくって売ってもいるのだが、出入りの畳屋がぐずな畳ばかりおさめてくるので担当者が弱り切っている。それを見て、会社に自分を売り込みたいという気もあって、つい、「畳ならぼくにおまかせください。」と請け合ってしまった。無理を申してすまないが、明朝まで建売５軒分の畳を都合してはくれまいか。――中村さんはこの口上を　お　に唾つけながら聞いていたという。正太郎くんが昔の友達から寸借詐欺をして歩いているという噂を何度も　か　にしていたからである。だが、英夫くんに「正ちゃんを信じてやってください。」と頼まれて、息子の親友のためにひと　き　ぬぐ気になった。足りない分は同業者を回り歩いてかき集め、翌朝、トラックに乗ってやってた正太郎くんに引き渡し、⑥そしてそれっきりだった。
「あのとき、正太郎を警察に渡しておけば、豆腐屋の常雄もあんな苦労をしないですんだのにな。常雄は薬を飲んで自殺をしかけたんだ。」
去年の春、正太郎くんは常雄くんの自動車学校に現れた。掃除夫でもいい、どうか雇ってくれという。そこで常雄くんは旧友を事務員にした。夏、正太郎くんは事務室の金庫から400万余りの現金を持ち出し、姿を消した。常雄くんの奥さんも同時に家を出てしまった。正太郎くんはいつの間にか常雄くんの奥さんとねんごろになっていたらしい。常雄くんは自殺を図り、まもなく奥さんがぼろぼろになって戻ってきた。
「奥さんはよほどこたえたらしく、生まれかわったようになって常雄につくしているそうで、それはめでたい。だがね、あの常雄が薬を飲む光景を思いうかべると、そのたびに涙が出てしかたがない。あいつは弱虫の8番打者でねえ、死ぬということをいちばんこわがっている子なんだ。その子が死のうとした。よほど辛かったにちがいない……。」
「それで常雄くんはどうしました。正太郎くんを訴えたんですか。」
「それがやはり正太郎のやつをかばうんだよ。警察へもどこへも届け出なかったそうだ。」
「新宿区少年野球大会の準優勝チームの主将だった子が、どうしてそこまで崩れてしまったんでしょうか。」
「それはおれにもわからない。ただ、洗濯屋はしょっちゅう揉めていたからね、大将の女出入りで。そのたびにもの凄い夫婦げんかになり、そのたびに正太郎のやつは家出をしていたねえ。」
「お父さん、畳の仕上がりを見てやってください。」
皮の　く　当てを外しながら奥から英夫くんが出てきた。
「4時にはもう運び出さなくちゃなりませんから。」
「お前が見て、それでよしということになれば、だれからも苦情は出ないさ。」
と言いながらも中村さんは息子が自分を立ててくれていることがうれしいらしく、身軽に立ちあがり、
「ちょうどいま、おまえたちが正太郎に大甘だって話をしていたところだ。それにしても新道少年野球団は強かったねえ。」
と奥へ入った。
「お父さんはまもなく隠居しますね。英夫くんにⓑ一目も二目もおいているもの。いまの会話を聞いていて、そう思いました。」
「だとしたら正ちゃんのおかげかな。」
英夫くんは火鉢に　け　をかざした。右の指には針だこがいくつもできている。
「正ちゃんに85万円、騙し取られてからですよ、本気で仕事をするようになったのは。なんていうのかな、正ちゃんのつくったⓒ穴を1日でも早く埋めなくてはと思い、それで仕事に精を出すようになったというところかな。常雄にしても、正ちゃんを憎みながら、感謝しているところもあるだろうと思うんです。父は常雄のことも話したんでしょう。」
私は頷いた。
「常雄の奥さんは家付き娘を　こ　にかけた高慢ちきな女だったんですよ。それが正ちゃんと問題を起こしてから別人のようになったんです。正ちゃんは一見、悪のように見えるけど、やはりぼくらのキャプテンなんですよ。結局は、ぼくらのためになることをして歩いているんだ。」
「決勝戦まで一緒になってたたかうと、そこまでチームメイトを信じるようになるのかな。うーん、わかるような気がする。」
「おじさんにはわかりません。」
英夫くんはわたしをⓓ見据えて言った。

「父にもわかりません。父は土手の木陰で試合を見ていただけですから。ぼくは中学でも高校でも野球をやっていた。高校3年のときは西東京大会の決勝まで行きました。でも、あんな思いをしたのは、あのときだけです。」
英夫くんの強い口調に㋔気圧されて、わたしはすこし体を引いた。英夫くんは軽く唸りながら言葉を探しているようだったが、やがてこうⓔ切り出した。

「口に出すと、なにもかも嘘になってしまうような気がするんですが、ええと、そう、準決勝も決勝も新道チームのベンチは3塁側でした。ベンチには屋根もなにもなくて、ただ、木の長い腰掛けが備えつけられているだけです。」
四ツ谷駅を新宿側に出て外堀通りをだらだらと市ヶ谷の方へくだっていくと三角形の公園がある。そこが外濠公園野球場だ。公園は外堀通りから一段低い堀を埋めてつくられている。当時は、野球場はまだ金網でかこわれてはおらず、外堀通りから土手を下りて球場に立つことができた。土手には桜の木が植えてあったが、この土手が1塁側とネット裏スタンドになった。つまり3塁側のチームはいつも陽に灼かれていなければならないが、1塁側のチームはすくなくとも自軍の攻撃中は桜の土手のつくる日陰の下で汗を拭くことができる。あの夏の1日、3塁側に陣取った新道少年野球団はきっと死ぬほど辛かったろう。

「……決勝戦の6回ごろだったと思いますが、ベンチに戻ってぐったりしていると、さっと涼しくなりました。見ると、正ちゃんがぼくの前に立って日陰をつくってくれているんです。正ちゃんにならってナインがぼくの前に立ちはじめました。これが12回まで続いたんです。ぼくが完投できたのは西日をさえぎってくれたあの日陰のおかげです。途中、常雄がふらふらっとしかけましたが、そのときも正ちゃんが言いました。『常雄も日陰に入れ。遠慮するな。これはキャプテン命令だぞ。』って。パレードのとき泣いていたのもうれしかったからです。自分たちは日陰なぞありえないところに、ちゃんと日陰をつくったんだぞ。このナインにはできないことはなにもないんだ。そんな気持ちでいっぱいでした。その気持ちはいまでもどこかに残っていると思います。だから……。」
中村畳店から、わたしは外堀通りを市ヶ谷へ向かった。金網越しに野球場を見ると、木枯らしに吹き上げられた砂煙がグラウンドを走り回っている。振り返って西を見ると、大会社の大きなビルが野球場に覆いかぶさるように立っていた。⑦この十何年かのうちに、ここには西日がささなくなってしまったようである。

	得分
	


五　一　二重傍線部㋐～㋔の漢字の読みを平仮名で書きなさい。
また、ⓐ～ⓔの言葉の意味を選択肢から選びなさい。

（每小题1分，共10分）
ⓐ　ア　しっかりと目標を持つ。




イ　心の持ち方をしっかりとする。
ウ　変わった性格を変える。




エ　他人の意見をよく聞いて行動する。
ⓑ　ア　遠慮する。






イ　自分より優れた人に敬意を払う。
ウ　恐れを感じて身を引く。




エ　かわいがる。
ⓒ　ア　信頼を回復する。





イ　利益を還元する。
ウ　欠損を補う。






エ　欠点を隠す。
ⓓ　ア　じっと見つめる。





イ　目をそむける。
ウ　にらみつける。





エ　あなどって見る。
ⓔ　ア　強い口調で言う。





イ　秘密を打ち明ける。
ウ　切実に訴える。





エ　思い切って話し始める。
	㋐
	㋑ お
	㋒
	㋓
	㋔　　　　　されて

	ⓐ
	ⓑ
	ⓒ
	ⓓ
	ⓔ


	得分
	


六　　あ　～　こ　に当てはまる言葉は何ですか。次から選びなさい。
同じ答えはありません。　　　　　　　　　　　（每小题0.5 分，共5分）
足　　　頭　　　腕　　　口　　　腰　　　手　　　背　　　肌
腹　　　膝　　　肘　　　鼻　　　眉　　　耳　　　胸　　　目
	あ
	い
	う
	え
	お

	か
	き
	く
	け
	こ


	得分
	


七　以下の文章が正しい場合には○を、誤っている場合には×を付けなさい。
（每小题1分，共10分）
（　　　）放送局での仕事が思いがけず早く終わった「わたし」は、四ツ谷駅前の新道にある中村畳店に立ち寄った。十七・八年ほど前、「わたし」はこの店の仕事場の二階を借りて住んでいて、中村さんとは懇意である。スポーツ新聞を眺めていた中村さんは、やがて当時の新道少年野球団のことを話し始めた。
（　　　）新道少年野球団は新宿区の少年野球大会で準優勝したが、中村さんの長男英夫君が準決勝と決勝の合わせて19回を一人で投げ抜いた。中村さんは新道少年野球団の強さをほめ、優勝したも同然だと言うが、激戦の様子を見ていた「わたし」も中村さんと同じように感じていた。

（　　　）昔の新道には豆腐屋、ガラス店、お惣菜屋、ビリヤード屋、ワイシャツ店など、生活にかかわる店が軒を並べていたが、今では中村畳店以外はすべて廃業してしまい、飲み屋や食べ物屋、喫茶店ばかりが集まる通りになってしまった。歌舞伎役者の大和屋の住居もあったが、それもなくなってしまった。
（　　　）パレードの時、新道少年野球団の監督の姿がなかったのは、試合の当日、暑気中りを起こしてひっくり返ったためである。新道少年野球団の９人は監督なしで準決勝と決勝の２試合を戦ったのであり、その団結力がチームの強さの理由の一つであると中村さんは言っている。
（　　　）豆腐屋の息子だった常雄君は、30歳の若さで自動車学校の経営者をしている。タクシーの運転手をしていた時に、タクシー会社の社長の娘が常雄君に好意を抱き、二人は結婚した。その社長が自動車学校も経営していたが、娘婿の常雄君にその経営を任せたということらしい。
（　　　）２年前の冬に突然正太郎君が中村畳店にやって来た。彼の話によると、今働いている不動産屋が手掛ける建売住宅で、よい畳が入荷できなくて大変困っており、それで中村畳店を頼ってきたという。中村さんは正太郎君の話を疑って聞いていたものの、息子の親友のためと思って援助するが、結局騙されてしまった。
（　　　）去年の夏、正太郎君は常雄君の経営する自動車学校に雇われていたが、事務室の金庫から400万円余りの現金を持ち出し、逃げてしまった。同時に、奥さんも正太郎君と逃げてしまったため、絶望した常雄君は自殺を図った。常雄君は幸いに一命をとりとめ、奥さんも常雄君のところに戻ってきた。
（　　　）新道少年野球団の４番打者で、捕手で、主将だった正太郎君は、洗濯屋の息子だったが、父親の女癖が悪く、家では夫婦げんかが絶えなかった。正太郎君はそのたびに家出をしていたが、彼が詐欺師になった一番の原因は子供の頃の家庭環境が悪すぎたからだと中村さんは考えている。
（　　　）英夫君は正太郎君に85万円分の畳を騙し取られたが、彼を警察に訴えることはしなかった。逆に、警察に訴えようとする父親に反対し、「警察に訴えるなら、僕はこの家を出る」とまで言った。正太郎君のことを理解していない父親だと英夫君は思うが、畳職人としての父親のことは尊敬している。
（　　　）中村畳店を出た「わたし」は外堀公園野球場に向かった。当時、球場の土手には桜の木が植えてあり、1塁側の選手は桜の木陰で休むことができたが、3塁側の選手はずっと日にさらされていなければならなかった。「わたし」がグラウンドに立って西を見ると大きなビルが建てられており、この十何年かの間の変化を感じた。
	得分
	


八　以下の問題について説明しなさい。
主語・述語の整った、説明の文章になっていること。

（１①②・２・５・６＝2分，３・４・７・８・９＝3分，共25分）
傍線部①と②から、中村さんのどんな人柄が読み取ることができますか。（単なる「よい人柄」という答えは正解とはしません。どういう点が「よい」のか、明確に書きましょう。）
傍線部③「ライオンズもジャイアンツも問題じゃない」とはどういう意味ですか。「ライオンズ」や「ジャイアンツ」がどんなチームかを踏まえて答えなさい。
文中、新道という町の変化について語られているが、「わたし」はその変化をどのように感じていますか。「昔」と「今」を対比して答えなさい。
傍線部④、９人が「ばらばらになってしまった」原因を説明しなさい。

傍線部⑤「大和屋も若葉町のほうへ引っ越した」のはなぜでしょうか。
傍線部⑥「そしてそれっきりだった」とは、具体的に言うとどうなったということですか。
傍線部⑦「この何十年かのうちに、ここには西日がささなくなってしまったようである」とは、どういうことを意味していますか。
英夫君や常雄君が正太郎君に騙されながらも彼をかばうのはなぜですか。
この小説の主題をまとめなさい。
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